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富士五湖湖底ボーリングコアを用いた、最終氷期以降の気候変動解析の一環として、河口湖湖底表層堆積物に
含まれる個々の石英粒子の起源を識別して、黄砂の寄与率を求めるとともに、過去100 年程度の黄砂飛来量の変動
を定量的に解析した。SEM-EDX により測定した個々の粒子の(Na2O+K2O)/SiO2 分布域の違いから、日本列島と中国
大陸起源の石英粒子を識別した。黄砂粒子はさらに、黄土と砂漠富士ふふ土起源のものに細分できた。一方、日本
列島起源の石英粒子の内、花崗岩類と安山岩類起源のものは把握できた。約 100 年前から現在にかけて、黄砂寄与
率は減少傾向にあることが分かった。 

 
 
1.緒言 東アジア地域での気候変動が、中国北部の砂漠土や黄土を起源とする広域風成塵（黄砂）の発生量に

反映されているとの指摘がなされ、古気候復元のために、湖底・海底堆積物中の黄砂量の変動が広く研究されてい
る。しかし、湖底及び海底堆積物だけでなく、その主要な供給源物質である大気エアロゾル中においても、黄砂粒
子の識別・定量には、通常、バルク組成を用いる方法が使用されているため、バックグラウンド情報との識別に際
して厳密さを欠いているのが現状である。この問題を解決するために、先に演者等は、大気エアロゾル中の個々の
Si-rich particles（石英）の(Na2O+K2O)/SiO2(%)分布域の違いに着目し、走査型電子顕微鏡/エネルギー分散型 X
線分析法(SEM-EDX)による個々の黄砂粒子の新規な識別法(Kyotani and Koshimizu, 2001)を報告した。すなわち、
この石英粒子の(Na2O+K2O)/SiO2(%)分布域は、明瞭な季節変化を示すとともに、春季（3-5 月）には、中国大陸の
黄土や砂漠土に酷似する事から、日本の火成岩由来のものから明確に識別でき、黄砂識別のための有効な指標にな
る事を報告した。 

 近年、富士五湖において、過去数万年に遡るボーリングコアが採取され、富士五湖の形成史等地質学的研究
（輿水他,1999; 内山、輿水,2000）が進められている。本研究では、このボーリングコアを用いた最終氷期以降の
気候変動解析の一環として、河口湖湖底表層堆積物試料に本識別法を適用し、黄砂由来の石英粒子を識別して、黄
砂の寄与率を求めるとともに、過去 100 年程度の黄砂飛来量の変動を定量的に解析した。 

2.試料及び分析方法 湖底表層堆積物試料は、2000 年 8 月に河口湖において、表層より約20cm を佐竹式コアサ
ンプラーにより採取した。採取後直ちに 4 度の冷暗所に保存し、使用の際は常温で 48 時間風乾後、1cm ごとにス
ライスした。深度7m 以浅の堆積速度と含水率（輿水他,1999）及び表層より20cm の PAHs 分布（小林他,2000）か
ら、約 1cm の堆積速度が 4-6 年に見積もられた。各試料は、1000 度で 6 時間強熱後、HCl(1+1)10ml 中で 20 分間超
音波洗浄して個々の粒子に分散させた。この分散粒子は、カーボン（C）テープに付着させ、Al 製試料台に固定後、
C コートを施し測定用試料とした。SEM-EDX（加速電圧 20kV, プローブ電流 0.3nA, 計数時間 100s）では、粒径10um
以下の各粒子中心部の面分析を行い、定量計算は、スタンダードレス法により、検出元素のみで酸化物組成として
全量 100%に規格化した。80%以上の SiO2 含有量を持つ個々の Si-rich particles の(Na2O+K2O)/SiO2(%)分布域の
違いから黄砂と日本列島の火成岩由来の石英を識別(Kyotani and Koshimizu, 2001)するとともに、各試料につき、
200-300 粒子を測定して、それぞれ黄砂の寄与率を求めた。 

3.結果及び考察 本識別法の有効性を確認するために、主に玄武岩質岩石が分布し、春季以外の大気エアロゾ
ル中では、石英粒子の検出自体が困難な、黄砂観測のためのバックグラウンド地域と考えられる富士山麓で捕集し
た黄砂エアロゾルに本法を適用した結果、黄砂粒子でも、(Na2O+K2O)/SiO2(%)分布域の違いから黄土と砂漠土起源
の粒子を概ね識別できる事が分かった。さらに、現世では、後者の方が寄与が高い事も明らかにされた。本識別法
によると、日本の火成岩由来の石英粒子の内、花崗岩類と安山岩類起源のものは概ね把握でき、黄砂だけでなく、
日本の火成岩由来のものの寄与率も求めることができた。河口湖周辺に特徴的な石英粒子は、Na, K をほとんど含
まず、Fe を高濃度に含むため識別できた。過去 100 年程度の黄砂量の変動を定量的に解析した結果、約 100 年前
から現在にかけて寄与率は減少傾向にあり、約 50-100 年前は現在-50 年前より黄砂寄与率が約 2 倍程度高かった
（相対的に気候が乾燥）事が明らかになった。これは、グリーンランド氷床コアの分析から得られた北半球規模で
乾燥地域が拡大したとされる時期（中尾他,1991）とほぼ一致した。以上の結果は、演者等の提案した黄砂粒子識
別法が気候変動解析のための有効な方法である事を支持した。 
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